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この文書では、遡及請求を設定して処理する手順を説明します。遡及請求は、販売オーダと販売
スケジュールに関して以前に出荷した品目を再請求するために使用されます。価格の差異は、遡
及請求した販売オーダを使用して処理されます。

前提とする知識
このガイドを読む上で、LN ソフトウェアに関する詳細な知識は不要ですが、Infor LN の機能の一
般知識があるとこのガイドの理解に役立ちます。

本書の概要
次の表にこのガイドの各章を示します。

内容章タイトル章番号 

遡及請求の概要概要第 1 章

遡及請求マスタデータの設
定

マスタデータ第 2 章

遡及請求手順のステップ手順第 3 章

参照

このガイドは、遡及請求の第 1 の参照先として使用します。このガイドで説明されていない情報
を調べるには、次の関連参照先の最新版を使用してください。
 ▪ 販売マスタデータユーザガイド U9839 JA

販売マスタデータの設定を理解するために使用します。
▪ 販売契約ユーザガイド U9844 JA

販売契約手順を理解するために使用します。
▪ 販売オーダユーザガイド U9845 JA

販売オーダ手順を理解するために使用します。
▪ 購買と販売スケジュールユーザガイド U9541 JA

購買と販売スケジュール手順を理解するために使用します。
▪ 価格設定ユーザガイド U9179 JA

価格設定機能を理解するために使用します。

本書の使い方
本書はオンラインヘルプのトピックを集めてまとめたものです。そのため、以下の例のようにそ
の他のセクションへの参照が示してあります。
詳細は、｢概要｣ を参照してください。参照セクションを見つけるには、本書の目次または巻末の
索引を参照してください。
下線の付いた用語は、用語集の定義へのリンクが付いていることを示しています。本書をオンラ
インで表示する場合は、下線の付いた用語をクリックすると、本書の巻末にある用語集の定義に
移動します。
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コメント
弊社は常に文書の見直しや改善を行っていますが、この文書に関するご意見、ご要望などありま
したら、documentation@infor.com  にご連絡ください。
送信の際には文書番号およびタイトルを明記してください。情報が具体的であるほど迅速な対応
が可能です。

Infor へのお問い合わせ
Infor 製品に関するお問い合わせは、Infor Xtreme Support ポータル www.infor.com/inforxtreme
をご利用ください。
製品リリースに関する更新情報は、この Web サイトに掲載いたします。このサイトを定期的にご
確認ください。
Infor ドキュメントに関するご質問・ご意見は、 documentation@infor.com  までご連絡くださいま
すようお願いいたします。
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再交渉日後に価格変更を販売オーダや品目に行う場合、遡及請求機能を使用して、販売オーダと
スケジュールに従い以前に出荷した品目を請求し直すことができます。価格差額は、品目数量が
0 でオーダ額に価格差額が含まれる遡及請求された販売オーダを介して処理されます。
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遡及請求マスタデータ
遡及請求を設定するには、次の操作を実行します。
 1. 販売オーダタイプ (tdsls0594m000) セッションで遡及請求の販売オーダタイプを指定し

ます。
2. 販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションで、次のフィールドを指定します。

▪ [遡及請求導入]
▪ [オーダタイプ遡及請求]
▪ [遡及請求原価/サービス]
▪ [遡及請求番号グループ]
▪ [番号グループの更新]
▪ [遡及請求勧告の生成日]

3. 品目 - 販売取引先 (tdisa0510m000) セッションで、次のフィールドを指定します。
▪ [遡及請求適用品目]
▪ [取引先別遡及請求販売オーダ]
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遡及請求手順
遡及請求された販売オーダの品目数量はゼロで、オーダ金額には価格差額が含まれます。

遡及請求された販売オーダを生成するには、次の操作を実行します。
 1. 遡及請求価格変更勧告の生成 (tdsls3270d000) セッションで価格変更勧告を生成します。 

このセッションは、次のように開始できます。
▪ 契約の価格変更が行われたときに自動的に開始
▪ 変更された品目価格の価格変更勧告を生成するためにマニュアルで開始

備考
▪ 遡及請求価格変更勧告の生成 (tdsls3270d000) セッションで、マニュアルで価格変更

(割合または固定値) を指定する必要があります。この価格変更は、その後、販売オー
ダ、販売スケジュール、または出荷の指定された範囲に適用されます。

▪ 生成された価格変更勧告ヘッダ情報は、遡及請求価格変更勧告 (tdsls3570d000) セッ
ションに表示されます。価格変更勧告ライン情報は、遡及請求価格変更勧告ライン
(tdsls3571d000) セッションに表示されます。価格変更勧告ラインの情報は、ライン
を承認する前に変更または削除できます。

2. 遡及請求価格変更の承認 (tdsls3275d000) セッションで価格変更勧告を承認します。この
セッションは、遡及請求価格変更勧告ライン (tdsls3571d000) セッションの適切なメニュー
から開始できます。

3. 遡及請求販売オーダの生成 (tdsls3271d000) セッションで遡及販売オーダを生成します。
このセッションは、遡及請求価格変更勧告ライン (tdsls3571d000) セッションの適切なメ
ニューから開始できます。販売契約を新規価格で更新するには、遡及請求販売オーダの生
成 (tdsls3271d000) セッションの [契約を新価格で更新] チェックボックスをオンにしま
す。

4. 価格差額について遡及請求された販売オーダを請求するには、標準の請求手順を使用しま
す。

注意

リンクオーダラインデータ (tdsls4102s200) セッションで遡及請求された販売オーダのオリジナ
ル請求ラインが表示されます。この情報は請求へ発行され、請求書に使用されます。
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適切なメニュー
コマンドは、 [表示] 、 [参照] 、および [アクション] メニューに分散されているか、ボタンとして
表示されます。旧リリースの LN および Web UI では、これらのコマンドは [特定] メニューに配置
されます。

遡及請求
新規契約交渉に基づく価格を使用して、以前に出荷済の品目の再請求を行うこと。契約に関係し
ない個別の販売オーダ/スケジュールでも遡及請求を行うことができます。

同義語: 遡及請求

遡及請求
次を参照してください: 遡及請求 (ページ 13)
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